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真
名
書
説
話

の
表
記
意
識
に
つ
い
て

私
聚
百
因
縁
集
和
朝
之
篇
を
題
材
と
し
て

南

里

み

ち

子

従
来

正
嘉

元
年

(
一
二
五
七

)

の
成
立

と
さ

れ

て

い
る
仏
教

説
話
集

『

私

聚
百

因
縁
集

』

は
、

お
そ
ら
く

そ

の
構
成

を

『
今
昔
物

語
』

に
な

ら

っ

て
天
竺
之

篇
、

唐
朝

之
篇

、
和
朝

之
篇

の
三

部

に
分
け

て

い
る
。

そ

の
表

記
法

と
し

て

は
よ
く

言
わ

れ
る

よ
う

に
漢
文
体

の
も

の
、
宣

命

書

風

の
も

の
、
漢
字

片
仮

名
混

り
文

の
三
種

が
あ

げ
ら

れ
る
。

漢
文

体

の

部

分
も

返
読
表

記

は
ご
く

狭

い
範

囲

に
限

ら
れ

る

の
が
普

通

で
、
語
法

は

和

文

の
そ
れ

に
従
う

こ
と
も
多

い
。

こ
の
よ
う
な

文
体

は
中

世
を
中

心

に
、
説

話
集

に
は
し

ば
し

ば
見

ら
れ

る

も

の
で
あ

る
。
こ
の
特

殊

な
文

体
を

文
章
史

の
上

で
と
ら

え
る

な
ら

ば
、

古

代
以
来

の
漢

文

か
ら
近

世
以
降

の
仮

名
文

に
至

る
過
渡

期

に
あ

る
も

の

と
言

い
得

る
。

し

か
し
、

漢
文

か
ら
仮

名
文

へ
の
移
行

が

一
律

に
行

わ

れ

た

の
で
は
な

い
こ
と
は
も

ち

ろ
ん

で
あ

っ
て
、
特

定

の

一
作

品
に
限

っ
て

み
て
も

、
そ

こ
に

は
お

の
ず

か
ら
文
章

に
盛

り

こ
ま
れ

た
内
容

に
よ

る
差

が
見
う

け
ら

れ
る
も

の
と
思

わ
れ
る
。

こ

こ
に
取

り
あ

げ
る

『
私
聚

百
因

縁

集
』

は
そ

の
過
渡

期

の
姿
を

比
較

的

は

っ
き
り

し

た
形

で
残

し

て

い
る

と

い
え

そ
う

で
あ

る
。

『
私

聚
百

因
縁
集

』

に

つ

い
て
は

、
現
存
す

る

の
は
承

応

二
年
刊
本

の

み

で
、

写
本

の
存

在

は
伝

え

ら
れ

て

い
な

い
。

し

か
し

現
存

の
刊
本

に

よ

っ
て
、
極

め

て
漠
然

と
し

た
形

と
し

て
で
は
あ

る

が
、
原

本
を

想
定

し

て

み
る

こ
と
が

で
き
る

の
で
は
な

い
か

と
思

わ

れ
る
。

現
在

の
承

応

二
年

刊

本

が
ど

の
程
度

古

い
形
を

と
ど

め
て

い
る

か
は
明

ら
か

で
は
な

い
が
、

私

の
想

像

で
は

、
原
本

は
現
存

本

に
比
較

し

て
返
読
表

記

や
仮
名
書

が
ず

っ
と
少

な

か

っ
た

の
で
は
な

い
か

と
思

わ

れ
る
。

最
も

顕
著

な
例

を
あ

げ

て
み
よ
う
。

巻

九
は
先

行

説
話

の
本
文

を

ほ
ぼ

忠

実

に
受

け

つ

い
で

い
る

が
、
出
典

と
比

較
し

て

み
て
、

「
覚
」

の
字

を

音

で

「
力

ク
」

と
訓
ま

せ

て

い
た

で
あ

ろ
う

と
考

え

ら
れ

る
例

が
か
な

り

存

在
す

る
。

次

に
あ
げ

る
例

は

い
ず

れ
も

出
典

と
な

っ
た

『
発
心

集
』

に

よ

っ
て
初

め

て
意

味

が
通
じ

や
す
く

な
る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

〔
私
聚

百
因

縁
集

〕

1
サ
テ

モ
何
ト

シ
テ

力
畳

ヘ
ケ

ン

無
塞

世

名
利

ニ
ノ
ミ

ホ
タ
サ

レ

テ

(
九

ノ

一
五

)

2
白

地
出
給

ヌ

ル
ヲ
久
成

ヌ

ル

コ

ソ
奇

云
畳
何

思

寄

〔
発

心
集

〕

1
何

と
し

て
か
く

は
か
な

き
世

に

名

利

に

の
み

ほ
だ
さ

れ
て

2
あ

か

ら
さ

ま

に
て
出

て
給

ひ
ぬ

る
後

、
久

し
く
成

り

ぬ
る

こ
そ
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(九

ノ

一
五

)

3
年
鷲
磨
厳
レ
ハ
打
輝
タ
ル
焦
妻

夫
様
事

(九
ノ

一
八
)

4
我
畳
程
肇
深
哀
事
添
毘

(九
ノ
二
二
)

5
泣

々
喜
事
無
限
覚
日
暮
ヌ
レ
ハ

夜
隠
遷

(九
ノ
二
二
)

あ

や
し
う

な

む
と

い

へ
と
か
く

と
は
孚

で
か

お
も

ひ
よ
ら

ん

3
年

來

か
く

て
侍

り

つ
れ

ど
も
例

の
め
を

と

こ
の
様
な

る
事

な
し

4
我

が

か
く
程
深

き
哀

れ

み
を

お

こ
せ
る
事

お

ぼ
え
ず

5
女

な
く
く

悦

ぶ
事

限
な

し
。

角
て
日
暮
れ
ぬ
れ
ば

ま

た
、

「
故
畳

ト

モ
添
申

」

(
九

ノ

一
八

)

の
よ
う

に

「
覚
」

の
字

に

「
力
ク
」

と
仮
名

を
振

っ
た
例
も
あ

る

の

で
、

こ
れ

ら
は

『
私
聚

百
因

縁

集
』

の
方

が
混
乱

を
起

こ
し

た
例

と
考

え
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

他

に
も

返

読
表
記

の
混

乱

の
例

は
か
な

り
存

在
し

て

い
る
。

こ
の
よ
う

な

「
覚
」

の

字

の
読

み
ち

が

え
、
返

読
表
記

の
混
乱

は
、
原
本

に
返
読
表

記
や

仮
名
書

が
少
な

か

っ
た

こ
と

の

一
つ

の
証
拠

と
な

る

の
で
は
な

か

ろ
う

か
。

し

か
し

い
ず

れ

に
せ
よ

今

は
現

存

の
刊

本

に
よ

る
他

は
な

い
の
で
あ
る
。

『
私

聚
百

因
縁
集

』

の
出
典

は
、
和

朝

之
篇

の
説
話

に
関

し

て
は
、
既

に
簗

瀬

一
雄
氏

、
鞍

藤
直

太
郎

氏
、

今
野
達

氏
等

に
よ

り

ほ
と
ん

ど
明

ら

か

に
さ

れ

て

い
る
。

今

ま

で
の
出
典

研
究

に
よ

る
と
、

和
朝

之
篇

三
巻

の

う

ち
、
高

僧

の
往
生

伝

と
も

い
う

べ
き
性

格
を
持

つ
巻

七
、

八

で
は
、
先

行

作
品

に
共

通
説
話

が
あ

っ
た

に
し

て
も
本

文
上

の
影

響

は
ほ

と
ん
ど
見

ら
れ
ず

、

せ

い
ぜ

い
参
考

と
す

る

に
と

ど
め

た
と
考

え
ら

れ
る

の
に
対
し

て
、

巻
九

に

お

い
て
は
そ

の

ほ
と
ん

ど
が
先

行
説
話

の
本

文
を

ほ

ぼ
忠
実

に
受

け

つ
い
で

い
る
。

こ
の

こ
と
は
出

典

の
明
ら

か
な

天
竺
、

唐
朝

両
篇

の
説

話

に

つ

い
て
も

言
え

る

こ
と

で
あ

る
。
真

喜
志

富
治

氏

は
こ

の
よ
う

な

巻

に
よ

る
伝
承
態

度

の
違

い
も
考
慮

に
入
れ

た
上

で
、
住

信

の
編
纂

目

的

は
浄

土
教

の
発
生

史

に
あ

っ
て
、

そ

の
中

心

と
な

っ
て

い
る

の
が
和
朝

之
篇

巻

七
、

八

の
二
巻

で
あ

る
と
さ

れ
る
勧

こ
の

こ
と
か

ら
、
特

に
巻

七
、

八

に
お

い
て
住

信

の
叙
述

態
度

の

一
端

が
う

か

が
え

る

の
で
は
な

い
か

と

予
想

さ

れ
る
。

以

上

の
こ

と
を
前
提

と
し

て
、

承
応

二
年
刊

本

に
よ

り

『私

聚
百

因
縁

集

』
和

朝

之
篇

の
叙
述

方
法

に

つ
い
て
考

え

て
み

た

い
。

漢
文

体

と
宣

命

書

の
部

分

は
複
雑

に
入

り
混

っ
て

い
て
実

際

に
は
区

別
し
難

い
の

で
、
便

宜

的

に
各
説

話
を

文
単
位

で
大

字

の
仮

名
書

を
含

む

も

の
と
そ

れ
以
外

の

も

の
と
に
大

別
し

た
。

巻
七

、
八

で
は
片

仮
名
書

を
含

む
文

が
比

較
的

少
な

い
。
巻

九

で
は
逆

に
片
仮
名

混

り
文

が
ほ

と
ん
ど

で
あ

る
。

こ

の
こ
と

は
、
巻

九

の
文
体

は

そ

の
大
部

分

が
和
文

的
な

『
発
心
集

』

を
出
典

と

し

て

い
る

こ
と

に
よ

る

も

の
で
あ

ろ
う

と
思

わ
れ

る
。
次

に
そ

の
詳
細

を
見

て

い
こ
う
。

最

初

に
巻

七
、
八

か
ら

見

て

い
く

と
、
巻

七
第

一
条

「
我
朝

仏
法

王
法

縁
起

由
来

」

は
和
朝

之
篇
全

体

の
序
と

し

て
の
役
割

を
果

し

て

い
る
も

の

で
あ

る
。
前

半

に

は
記

紀

に
よ
る
国

土
生

成

の
説
話

を
述

べ
、

後
半

に
は

釈

迦

の
出

世
か

ら
唐
朝

と
我
朝

へ
の
仏
法

の
渡
来

を

述

べ
、
さ

ら

に
我
朝

仏

教
史

の
大

略
を

述

べ
る
。

国

土
生
成

の
説
話

か
ら
筆

を
起

こ
し

て

い
る

点
、

『
曽
我

物
語
』

や

『神

道
集

』

の
冒
頭

の
文
章

を
思

い
出

さ

せ
る
。

・

こ
こ

で
は
わ
ず

か
な
例
外

を
除

い
て
ほ
と

ん
ど

が
漢
文

体
ま

た
は
宣

命

書

に
な

っ
て

い
る
。

こ

の
こ
と
は
和
朝

之
篇

の
総

序

と

い
う

重
要

な
役
割

を

持

つ
条
と
し

て
は
当
然

で
あ

ろ
う

が
、

そ

の
文

章

は
む
し

ろ
和

文
的

で

一33一



あ

る
。

特
に
前
半

の
国
土
生

成
説

話

の
部
分

に

そ

の
傾
向

は
著

し

い
。

漢
語
動

詞
を

一
応

の
目
安

に
し

て
み

て
も
、
後

半

に
は
引

用
文
を

除
外

し

て
も

か
な
り
多

く

の
例

が
見
ら

れ

る

の
に
対
し

て
、
前

半

で
は

一
例

し

か
存
在

し
な

い
。

そ
れ
よ

り
も

即
陰
陽

二
神

比

地
下
居

如
晃

戒
次

八
嶋

國

う

の
例

の
よ
う

に
、
表

記

は
漢
文

体

で
あ

る

が
、
読

ん

で

い
け

ば
和

文
調

に

な
る
も

の
が
多

い
。

第

一
条
を

別

に
し

て
も
、
巻

七

、
八

に
は
漢

文
体

、
宣
命
書

の
部
分

が

多

い
こ
と

は
先

に
述

べ
た
通

り

で
あ

る
。

そ

の
中

に
あ

っ
て
、
漢

字
片
仮

名

混

り
文

に
な

っ
て

い
る
部
分

の
う

ち
、

特
徴

的
な

も

の
を
次

に
列
挙

し

て

み
よ
う
。

た

だ
し
、

和
歌

は

一
応

省

い
て

お
く
。

①
巻

七

ノ
二
聖
徳

太
子

事

太

子

が
片

岡

山

で
飢

入

と
歌

を

か
わ
し

、
伊

珂
瑠
駕

の
宮

に
帰

っ
た
後
、

后

に
夫
婦

の
無

常
を

説

い
て
聞

か

せ
る
。

「
聞
乏

給

ケ

ル
后
御

意
内

愚
畳

サ

レ
ケ

ン
ヤ

ハ
」

の
よ
う

な
相

手

の
感

情

に
訴

え
る
叙

述

の
方
法

は
、

後

の
御

伽
草

子

の
類

に
よ
く
見

ら

れ
る

も

の
で
あ
る
。

②
巻

七

ノ
三
行

基
菩
薩

事

行
基

の
入
滅

の
場

面

「泌
滅
殊
嶢
触巌

湘
シ
ホ
ラ
サ
ラ
ン
ヤ
行
基
菩
薩
哀
ト
ヤ
思
召
レ
ケ
ン

見
渡
衆
會
悲
歎
浮
涙
給
ケ
リ
」
の
よ
う
な
調
子
で
、
や
は
り
情
的
な
表

一

レ

現

と

い
う

こ
と
が

で
き
よ
う
。

③

巻
七

ノ

四
當
麻

曼
陀
羅

事

右
大

臣

サ
統

の
姫
君

の
美

し
さ
や

道
心

の
深

さ
を

称
え

た
部
分
。

「
宿

殖
徳
本

形

副

日
艶

々
タ
リ
衆

人
愛
敬

躰
追

時
濟

々
タ
リ
」

の
よ
う

レ

し

に
、
対

句
表

現
を
多

く
用

い
た
美

文
調

を
基

調

と
し

て

い
る
。

④
巻

七

ノ
五
智
光

頼
光

事

.
極

楽
世

界

の
描
写
。

イ
ゲ

ナ
刀シ

ヲウヘキ

ツヨ

ヲ
フ
ガ
ン
エン
ヲ
ワト
ワノ

ハ
垂

「ニ・薯
事
パサヲ

亀
馳
ノ
ニ

酒
魏

瓠
勲
醐

ニ
郵

列
一士

珍
嘉

雁
痛
鴛

蒔
糠

鳥

玉
砂
激

翅
住

行

向

地
菩

薩
金

濱
並

光
而
重

レ
リ
其

身
金

色

而
相

好
具

足

セ
リ
」

の
よ
う

に
対
句

表
現

を
用

い
て
あ

る
。

⑤
巻

七

ノ
五

行

基

が
導
師

と
な

り
、

智
光

の
後
世

菩
提

を
弔
う

場

面
。

や
は

り
情

的
な
表

現
を

用

い
て
あ

る
。

⑥
巻

七

ノ
五

麻

福

田
丸

説
話
。

こ
れ

は
⑤

に

お
け

る
行
基

の
言
葉

「
麻

福

田
丸
藤

袴
我

綴
片

袴
」

の
説

明
と

し

て
付
さ

れ
た
も

の
で
あ

る
。

住

信
自
身

が

『
奥

義
抄

』

に
よ

っ

て

い
る

こ
と
を

明
記

し
て

お
り
、

「
當
初

仁
海

僧

正
文
殊

供
養

導
師

ニ

テ
謹

捺
引

用
給

ヘ
ル
ト
云
」

と

い
う

記
事

も

「
奥
義

抄

』

に

一
致

し
て

い
る
。

話

は
大
筋

は

一
致
す

る

が
、

『奥

義
抄

』

の

「
心
経

、
大
般
若

」

が

「
法
蓼
仕

王

最
勝

王
経
藥

師
阿
弥

陀

経
」

と
な

る

と

い

っ
た
程
度

の

相
違

は
し

ば
し

ば
見

ら

れ
る
。

⑦
巻

七

ノ
七
慈
覚

大
師

事

慈

覚
大

師

が
鬼

界
島

に
漂

流
す

る
と

こ
ろ
を

毘
沙

門
天

に
救

わ
れ

る
話

大

師
渡
唐

の
際

の

エ
ピ
ソ
ー
ド

の

一
つ
で
あ

る

が
、
語

り

口
は
そ

れ
ほ

ど

く

だ
け

た
も

の
で
は
な

い
。

⑧

巻

七
ノ

七

慈
覚

大

師
往
生

の
場

面

「秋

夜

見
月
更
蘭

月

西
虚

力
タ

フ

ケ

ハ
跡
闇

路

ヲ
悲
春

日
花

詠

ル

ニ
風

レ
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起
花
薫
索
タ

リ
散
ナ

ン
後

ヲ
ウ

ラ

ム
」

、
「
歎
テ

モ
不
吐

惜
ト

モ
不
留

」

の
よ
う

に
対

句

表
現
を

用

い
、
美

文
調

に

は
な

っ
て

い
る

が
、

文

の
調

子

は
そ
れ

ほ
ど

に
堅

い
も

の

で
は
な

い
。

⑨

巻
八

ノ
二
教

信
往

生
事

極

楽
往

生
し

た
教

信

が
勝
如

に

一
年

後

の
往
生

を
予
告

、

勝
如

は
僧
勝

監

に
教

信

の

跡
を
尋

ね
さ

せ
る
。
"

;

r
…

;

;

、

二F
';

「チ
麦
勝
如
思
ケ
ル
ハ
六
十
余
州
其
吋
.我
ー計
管
佛
法
志
佛
道
惣
ナ
ル
人

可

希

ト

コ
ソ
思

ケ
ル

ニ
穴
優

う
,(
中
略

)
死

期
三

日
七

日
兼
知

ス
ラ

難
右

事
ナ
ル
ヲ
進
十
二
月
却
可
往
生
爵
事
教
信
沙
弥
大
恩
不
知
』避
謝
」

「
思

ケ

ル

ハ
慶
哉

我
.親
.見
彼

跡

ゴ
ト

(中

略

)
亦
是

程
且
出

行
給

ケ

ン

人
住
夷
藤
房
精
舎
在
様
ヲ
モ
委
見
コ
ト
,嬉
毘
夜
書
、急
行
ケ
ル
」

の
よ
う

に
、

独
白

的
な

と

こ
ろ
が
大

部
分

を
占

め

て

い
る
。

独
白

の
部

分

が

ど

こ
で
終

る
か
明

ら
か

で
な

い
ま
ま

に
地

の
文

に
続
く

の
は
中
世

的

な
語

り

口
と

い
え
よ
う

。

⑩
巻

八

ノ
二

教

信

の
妻

子

の
悲
歎

の
様

子
。

こ
に
沌
「

「里
拍
朝
家
郡
隣
幽
家
泊
賓
灰
翁
養
荒
草
顔
淵
衡
ヨ
リ
モ
滋

衣

原
憲
綴

ヨ
リ

モ
見

悪
」

、

「
人
非

主
君

ト

モ
如
主

君
我

非
僕

從
ト

モ

如
僕
從
屈
藤
」
、

「夏
天
ニ
ハ
巾
　汗
荷
重
憺
行
冬
タ

ニ
ハ
踏
氷
著
薄
衣

草
奄
麺
煙
ケ
レ
ハ
歎
生
命
難
有
事
里
村
有
雇
人
喜
妻
子
命
績
事
」

の
よ
う

に
、
対
句

を
多

用

し

て

い
る
。

特

に
顔
淵

、
原
憲

が
出

て
く

る

あ

た
り

は
詞
章

は
大

分
異

っ
て

い
る

が
、

『宝

物
集

』
や

『
平
家

物
語

』

大
原

御
幸

あ
た

り

の
文
章

と

の
関

連
を

想
像

さ

せ
る
。

αD

巻

八
ノ

二

印
南

野

の
情

景
描

写
。

「
後

ニ

ハ
野

原
遠

々
ト

シ
テ
秋

風
颯

々
タ

リ
前

ニ
ハ
和

庭
短

々
ト

シ
テ

タ
露

嬢

々
タ

リ
」

の
よ
う

に
、

こ

の
部

分

に
も
対

句
表

現
を

使
用

し

て

い
る

が
、
タ

リ
活
用

の
形
容

動

詞
が

頻
出
す

る

の
が
特

色

で
あ
る
。

⑫
巻

八

ノ
三
僧

賀
上
人

事

僧

賀
上

人

の
人
と
な

り
を
説

明
し

た
部

分
。

⑬

巻

八

ノ
三

僧
賀

上

人
奇
行

の

エ
ピ

ソ
ー
ド
。

「
チ
時
僧

賀
上

人
疲

タ

ル
ア
メ
牛

ノ
浅
猿

ケ
ナ

ル

ニ
乗
鮭

云
物

太

刀
帯

御
屋

形

ロ
打

ケ
リ
供
奉

者
共

様

々
諌
申

ケ

レ
ト

モ
ヤ
ラ
我

コ
ソ
少

ヨ
リ

ノ
御

蜘
も

ト
ナ

レ
我

ナ
ラ

テ

ハ
謬

力

ハ
融

形

醇

ヲ

ハ
雌

ラ

ン
ト

テ
捻

廻

争

面
色
打
給
ケ
ル
響

箒

樂

力
リ
務

徳
指
上
薯

聞
コ
ソ
誕

力

リ

ケ

レ
端
躰

コ
ソ
樂

力

リ
ケ

レ
ト
テ
打

離
給

(
下
略

)
」

に
見

ら

れ
る
よ
う

に

、
上
人

の
言

動

が
生

き
生

き

と
表
現

さ
れ
て
い
る
。

00

巻
八

ノ
五

永
観
事

永
観

が
人

に
物
を

貸
し

て
生

活
し

て

い
た

こ
と
、
東

大
寺
別

当

と
な

っ

た

い
き
さ

つ
な

ど
。

㈲

巻
八

ノ
五

悲

田
梅

の
説

話
。

㈹
巻

八

ノ
五

永
観

、
算
を

置

い
て
念
仏

の
数

を
数

え
た

こ
と
。

会

話
文

、
独

白
文

が
比
重

を
占

め
、
和

文
調

が
主

体

と
な

っ
て

い
る
。

以

上

の
よ
う

に
列
挙

し

て
み

て
、
そ

の
特
徴

を

一
言

で
言
う
な

ら

ば
、

描
写

を
主

体

と
し

た
文
章

と

い
う

こ
と

が
で
き

よ
う
。
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漢

文
体

の
部

分

が
話

の
本

筋

を
叙
述

し

、
ま

た
教
義

的
な
部

分
を

受
け

持

つ
の

に
対

し
、
漢
字

片
仮

名

混
り
文

の
部

分

は
本

筋

か
ら
少

し
そ

れ
る

部

分

、
二
次
的
な
部

分
を
受

け
持

っ
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

前

者

が
簡

潔

な

表
現

で
主

に
筋

だ
け
を
追

っ
て

い
く

の
に
対
し

、
後
者

は
類

型
的

な
表

現

で
あ

り
な
が
ら
も

美
人

を
形
容

し

、
情
景

を
描

写
し

、
人
間

の
言

動
を

か
な

り
詳

細
に
写
し

出
す
。

こ
れ

ら

の
漢
字

片
仮

名

混
り

文

の
部

分

は
、
更

に

二

つ
に
大

別
す

る

こ

と

が
で
き

る
。

即
ち

そ

の

一
つ
は
①
②

⑤
⑥

⑦

⑨
⑰
⑯

⑭
㈲
㈹

に
見

ら
れ

る
よ
う
な

く

だ
け

た
表
現

の
も

の
、
も

う

一
つ
は
③
④

⑧
㈲
qD

に
見

ら
れ

る

よ
う
な

、
対
句

表

現
を
多

く

用

い
た
美

文
調

の
も

の
で
あ

る
。

前
者

は
説
話

と
し

て

の
興
味

に
重
点

を

置

い
た
⑥
㈲

㈹

の
よ
う
な

も

の

や

、
特

に
感
動

的
な

場
面

を
描

写
し

た
①

②
な

ど

が
中

心

で
あ

り

、
会
話

文

も
豊
富

に
な

っ
て

い
る
。
こ
れ

を
文
章

の
上
か

ら
調

べ
て

み
る
な

ら

ば
、

和

文
調

が
主
体

で
あ

り
、

伝
承

回
想

の
助

動
詞

と

い
わ
れ

る

「
け

り
」

の

多

用

が
目

立

つ
。

宮

坂
和

江
氏

は
説
話

物
語

的

な
表
現

と
し

て
、

助
動
詞

「
け
り
」

に

よ
る
叙

述

と
、
係

助
詞

「
な

む
」

に
よ

る
強
調
法

と

を
あ
げ

て
、

『今

昔
物

語
』

や
仮

名

の
伝
奇
説

話
-

『
竹
取
』

、

『宇

津
保

』

や

和

歌
説
話

1

『
伊
勢

』

、

『
大

和
』

の
類

が
皆

こ
の
助

動
詞

「
け

り
」

で

話

を
進

め
て

い
る

こ
と
を

指
摘

し

て
お
ら

れ
る
。

『
私

聚
百

因
縁
集

』
も

こ

の
部

分

で
は
従
来

の
仮

名
説

話

の
叙

法

に
倣

っ
て

い
る
も

の
と
思

わ

れ

る
。後
者

は
特

に
③
⑧

00
⑪

に
代

表

さ
れ

る
美
文

調

の
文
章
が
中

心

で
あ

る
。

全

体

と
し

て
、
漢

文
訓
読

調

が
主
体

に
な

っ
て
お
り

、
タ

リ
活
用

形
容
動

詞

の
使

用

が
目
立

つ
。

和

朝
之

篇
全

体

に
見
ら

れ
る

タ
リ
活

用
形

容
動

詞

の

ほ
と
ん

ど
が

こ
の
部

分

に
偏

在
し

て

お
り
、

そ

の
う

ち

で
も
終

止
形

、

連

用
形

が
多

い
。

美
文
調

の
目

立

つ
こ
の
部

分

の
も
う

一
つ
の
特

徴

は
、

他

の
文
献

と
類
似

の
詞
章

が

い
く

つ
か
在

在
す

る

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

⑩

に
指
摘

し

た

「
草
顔

淵

衙

ヨ
リ

モ
滋
衣

原
憲

綴

ヨ
リ

モ
見
悪

」

の
よ

う

な
例

も

そ

の

一
つ
で
あ
る

が
、
貴

重
古
典

籍

叢
刊

妙
本

寺
本

『
曽
我

物

語

』

の
補

注

に
は

『
私

聚
百

因
縁
集

』

と

の
類

似

の
詞
章

を

い
く

つ
か
指

摘

し

て

い
る
。

〔私
聚
百
因
縁
集
〕

夷
婦
蟄
八班
桃
ヅ
テ
似
蘭
菊
う佛
傭
…眠

睦
シ
テ
櫻
梅
不
異

(
七

ノ

二
)

春
花
ニ
ハ
獣
風
峯
櫻
軒
端
梅
秋

草

ニ

ハ
痛
露

宮
城

野

萩

嵯
う峨
.野

女
郎
花
珍
敬
床
上
ニ
ハ
覆
懐
抱

袖
仰
崇
袋
下
ニ
ハ
勧
乳
養
甘
露

寵
長
奉
ル
宿
殖
徳
本
形
副
レ日
艶

々
タ
リ
衆
人
愛
敬
躰
追
時
濟
々

タ

リ

(
七
ノ
四

)

然
比
姫
君
其
心
-秀
不
望
う榮
耀
一其

性
清
素

ニ
シ
テ
不
染
紅
塵
思
似

珠
世
間
塵
不
汗
情
如
蓮
娑
婆
濁

ニ
モ
不
染
月
山
傾
星
西
流
暁
世

限
有
事
歎
花
枝
散
露
草
脆
ダ
命

假
ナ
ル
事
悲
給
獣
鳳
城
北
蘭
玉

簾
内
宮
藁
室
終
無
ケ
レ
ハ
ト
恨

亦
常

ニ
ハ
欣
林
下
幽
閑
柴
苓
住

〔妙
本
寺
本
〕

夫
婦

中
拍
瞳
劫
多
生
高
規
起
故

互
泊
蘭
菊
親
倶
百
櫻
梅
馴
事

(巻

二

)

峰
櫻
軒
半
梅
秋
草
痛
露
宮
城
野

萩
嵯
峨
野
汝
郎
花
珍
敬
床
上
璽

懐
抱
袖
仰
崇
金
下
奉
勤
乳
養
甘

露
奉
賞
遵
有
甲
斐
宿
殖
徳
本
形

随
旧
艶
厚
,衆
人
愛
敬
躰
「追
時
泳

々

(
巻

一
)

其
心
秀
逸
不
望
榮
耀
其
思
清
素

不
被
染

紅
塵
思
似
玉
不
μ汚
,世
尚

塵
心
如
蓮
不
染
娑
婆
濁
見
傾
山

半
星
流
レ西
暁
世
右
四限
歎
匿事
花
散
r

枝
露
舶錘
草
久
話
悲
浮
事
依
hZ
朝

夕
構
名

畢

籍
際
.否

悉

佛
.

(巻

ご
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螢
ゆ
乱
心
渉
モ
哉
詠
給
赤
.τ
度

選
レ
テ
後
二
度
歎
仕
事
偏
望
西

方
往
生
深
帰
弥
陀
願
海
朝
夕
事

稻
名
籍
腺
念
佛
不
忘
給
(
七

ノ
四

)

う西
方
極
楽
依
・正
荘
嚴
十
方
億
刹

遙
ナ
ル
花
池
寳
.林
佛
國
似
鏡
上

浮
是
則
弥
陀
智
願
之
力
遷
他
ガ

於
日
域
之
隈
天
聖
定
通
徳
蟹
酉

土
於
南
浮
之
境

(中
略
)
見
寄
二

思
於
西
方
極
楽
暮
雲
慈
馴
溜
多

名
残
屡
湿
挟
於
東
岳
忍
土
之
暁

露

一
干
時
青
天
高
.噂
紫
雲
斜
奮
善
薬

西
聞
聖
衆
界
來
端
座
但
頭
寂
然

ト
シ
テ
氣
絶
面
色
特
鮮
形
容
如

咲

十
萬
億
土
遜
花
池
寳
株
佛
臨
遷

日
域
雲
四
十
入
願
恭
迎
接
彌
陀

尊
容
摂
南
浮
境
思
寄
洒
防
極
樂

暮
雲
心
懸
九
品
浮
刹
暁
樂
(
巻

十

)

チ
時
青
天
高
晴
紫
雲
斜
述
音
楽

聞
西
聖
衆
來
尻東
端
座
低
着
爲
寂

然
氣
絶
面
色
殊
鮮
形
容
如
.咲
、

(
巻

十

)

1
は

『
神
道
集
」
赤

木
本

に
、
2

は

『
平
家

族

伝
抄
』

に
類

似

の
詞
章

が
見
ら
れ
る
。

以

上

の
類
似
例

は
気

の

つ
い
た
範

囲
内

で
あ
げ

ら

れ
た
も

の

で
あ

る

か

ら

、
こ
れ
に
よ

っ
て
妙

本
寺

本

と

『
私

聚
百

因
縁

集
』

と

の
関

係

を
推

測

す

る
こ
と
は
危

険

で
あ

る
。

ま

た
、

こ

こ
に
引
用

し

た
五
例

に
も
う

一
例

を

加

え
た

六
例

と
も

に
、

『
私
聚
百

因
縁
集

』
巻

七

ノ
二

と
七

ノ
四

に
属

し

て
お
り
、

特

に
七

ノ
四

に
偏

在
し

て

い
る
と

い
う

の
も
気

に
な

る

が
、

そ
れ

は
単

に
叙
述

内
容

に
よ

る
も

の
と
も
考

え

ら
れ

る
。

ま

た

2
3

4

の

よ
う

に
細
部

に
わ
うた

っ
て

ほ
と
ん

ど
同
文

の
部
分

も
あ

る

こ
と

か
ら
、

こ

れ
に
よ

っ
て
両
者

の
関
係

を
推

測
す

る

こ
と
も
あ

る

程
度
可
能

で
は
な

か

ろ
う

か
。

00

に
あ
げ

た

「
草
顔

淵
衡

ヨ
リ

モ
滋
云

々
」

の
文

は

『和

漢
朗

詠
集

』

下
や

『
本

朝

文
粋

』
巻

六
橘
直

幹

の
申
し

文

に
見

ら

れ
、
説

話
集

や

『
平

家

物
語

」

に
利
用

さ
れ

、
親
し

ま

れ
た
も

の

で
あ

っ
た
。
美

文
調

は
類

型

的

に
な

り
や
す

く

、
ま

た
模
倣

も
し

や
す

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う

。

『
私

聚
百

因
縁
集

』

と
妙
本

寺
本

『
曽
我

物
語

」

の
場
合

も

、
必
ず

し

も

文
献

を
介

し

た
も

の
で
な
く

と
も

、

こ
の
よ
う

な
表

現

を
部
分

的

に
ど

こ
か

か
ら
借

用
し

て
き

た
か

、
ま

た
は
両
者

の
ど
ち

ら
か

が
他
方

を

模
倣

し

た

こ
と
も

考
え

ら
れ

よ
う

。

以
上

の
よ
う

な
考

え
方

を

助
け

る
も

の

と

し

て
、

妙
本

寺
本

と

の
詞
章

の
類
似

性

が
話

自
体

の
類

似

に
よ

る

の
で

は

な

く
、

ご
く

些
細

な
要
素

の
類

似

に
よ
る

も

の
で
あ

る

こ
と

が
考

え

ら
れ

る
。

1
は

『
私
聚

百
因
縁
集

」

で

は
聖

徳
太

子

が
后

に
夫

婦

の
無

常

を
説

い
て
聞

か

せ
る

の
で
あ

る
が
、

妙
本

寺
本

で

は
河
津

の
女

房

が
夫
河

津

三

郎

の
死

を
悲

し
む
場

面

に
出

て
く

る
。

2
3

は
横

侃

右
大

臣
サ

統

の
姫
君

の
美

貌

と
信

仰
を

称
え

て

い
る

の
で
あ

る
が
、
妙

本

寺
本

で

は
小
野

宮
、

惟

喬
親

王

に

つ
い
て
述

べ

て

い
る
。

4

5
は
同

じ
サ
統

の
姫

君

の
信
仰
と

往

生

の
奇
瑞

を
述

べ
た
も

の
で
あ

る
が
、

妙
本

寺
本

で

は
曽
我

女
房

に

つ

い
て

の
記
述

で
あ

る
。

し

か
し
、

両
者

の
先
後

関
係

は
す

ぐ

に
は
決

定
し

難

い
。

蹟

に
よ

る

と

勧

進
僧

住
信

が

『
私
聚

百
因
縁

集
』

を
編
纂

し

た

の
は

正
嘉

元
年

(
一
二
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五
七

)
で
あ

っ
た
。

妙

本
寺

本

の
奥

書

に
よ

る
と
、

十
八

歳

に
な

る

日
向

の

日
蓮
僧

日
助

が

こ
れ

を
書
写

し

た

の
は
天
文

十
五
年

二

五
四

六

)
で

あ

っ
て
、
か
な
り
時

代

は
降

っ
て

い
る
。

と

こ
ろ

が
、
角

川
源
義

氏

の

「
妙
本

寺
本

曽
我

物
語
放

」

に
よ

る
と
真

字

本

『曽
我
物
語

』

の
成

立

は
鎌
倉

末
期

ま

で
さ

か
の
ぼ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
か
畑

そ
う

す

る
と
簡

単

に
先

後

関
係

は
決

め
ら

れ
な
く

な
る
。

さ
ら

に
同
氏

に
よ
る

と
、
仇

討

の
あ

っ
た
建

久
四
年

二

一
九

三

)
を

あ

ま

り
降
ら

な

い
時

代

に
、
生

々
し

い
印
象

を

も

っ
て
よ
り
素

朴

な
形

の

原
曽

我
物
語

と
も

い
う

べ
き
も

の
が
発
生

し

て

い
た

で
あ

ろ
う

と

い
う

こ

と

で
あ

る

か
ら
、

そ
れ

が
ど

の
よ
う

に
し

て
現
存

最
古

の
妙
本

寺
本

の
よ

う

な
も

の
に
成

長
し

て

い

っ
た
か

と

い
う

こ
と
ま

で
考

え
合

わ

せ
な
け

れ

ば
な

ら
な
く

な

っ
て
く

る
。

た

だ
、

こ

こ
で
推

測

を
述

べ
る

と
す

る
な
ら

ば
、
次

の
よ
う

な

こ
と

が

言
え

る
と
思
う

。
妙

本
寺

本

『
曽
我

物
語

』

に
は

こ

こ
に
あ

げ

た
よ
う
な

表
現

が
全
般

的

に
見
ら

れ
る

の
に
対

し

て
、

『
私
聚

百
因
縁
集

』

で
は

そ

れ

が
限
ら

れ
て

お
り
、

し
か
も

こ
こ
に
引

用
し

た
も

の
だ
け

に

つ
い
て
述

べ
る

な
ら

ば
、
そ

れ

が
巻

七

ノ
二

と
七

ノ
四

に
偏

在

し

て

い
る
。

真
字

本

「
曽
我
物

語

』
は

『神

道

集
』

と
同

様

に
語

り

の
世
界

を
背

景

に
持

っ
た
も

の
で
あ
る

か
ら

、
そ

れ
が
現

在
最

古

の
伝
本

で
あ

る
妙
本

寺

本

の
よ
う
な

形

で
定
着
す

る
以
前

の
詞
章

を
住

信

が
借
用

し
た
可

能
性

も

あ

る
で
あ

ろ
う

。

以

上

の
よ
う

に
巻
七

、
八

に

お
け

る
漢
字
片

仮
名

混
り

文

の
特
色

を

見

て
き

た

が
、
そ

れ
が

『
今
昔

物
語

』
や

、

『竹

取
物

語
』

以
来

の
仮
名
書

説
話

の
系

統

を
引
く

和
文

調

の
も

の
と
、

『
宝
物
集

』

『
曽
我

物

語
』

の

系
統

を

引
く
類

型
的

詞
章

を
持

ち
、
全

体

と
し

て
は
漢

文
訓
読

調

の
も

の

と

、
相

反
し

た
性
質

の
も

の
に
見
ら

れ
る

こ
と
は

興
味

深

い
。

し

か
し

、

そ

れ
も
説

話

の
本
筋

か
ら

そ
れ

た
二
次

的
な

部
分

を
受

け
持

っ
て

い
る

と

い
う

点

で
共
通

点
を

持

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

そ

し

て

『
私

聚
百

因
縁
集

』

に
わ
ず

か

で
も
文
学

的
価
値

を

見
出
す

と
す

る
な

ら
ば

、
そ

れ
は

こ

の
よ

う

な

片
仮

名

混
り
文

の
部

分

に
お

い
て
で
あ

ろ
う
。

川

口
久

雄
氏

は

「
漢
文

学
遺
産

を

せ
お

っ
た
美

し

い
表
白

の
文
体

と

、

か

ざ
り

を
去

っ
て
事

実
を
叙

述

し
よ
う

と
す

る
説
法

の

口
が
た
り

の
文
体

と

の
衝
撃

に
よ

っ
て
、
新

し
く
和

漢
混

清
文

と

い
う

も

の
が
漢
字

片
仮
名

小
書

双
記

と

い
う

表

記

の
場

に
お

い
て
き

た
え
あ

げ
ら

れ
、

こ
れ

が
文
学

に
お
け

る
中

世
的
な

も

の

の
形
成

を
も

た
ら
す

」

と
述

べ
て
お
ら

れ
る
。⑦

こ
の
よ
う

な
見

地
に

た

っ
て

『
私
聚

百
因

縁
集

』
を

見

る
な
ら

ば
、

そ

れ

は
表

白

の
文
体

と
説
法

の
口
が
た

り

の
文

体

が
素
材

に
よ

り
使

い
分

け

ら

れ
な

が
ら

も
、

い
ま

だ
渾
然

一
体
を

成
し

て
和

漢
混

清
文

を
形

成
す

る

ま

で

に
は
至

っ
て

い
な

い
、
初

期
的
な

段
階

に
あ

る
も

の
と

い
え

よ
う
。

次

に
以
上

に
あ

げ
た
叙

述
方
法

の
使

い
分

け

は
、

そ
れ

が
意

識

的

に
行

わ

れ

た
も

の
で
あ

る
か

ど
う

か
は
別

と
し

て
、

こ

の
書

に
独

自

の
も

の
で

は
な
く

当
時

に

お

い
て
は
む
し

ろ
普
通

に
行

わ

れ
た
も

の
と
思
わ

れ

る
。

貴
志

正
造

氏

の
調

査

に
よ

る
と
、

『
打
聞

集
』

の
記

述
方
法

は
話

の
内

容

を

で
き
る

だ
け
忠

実

に
書

き

と

め
た
や

や
長
文

の
も

の
と
、
話

の
要
旨

だ
け
を
簡

単

に
要

約
し

た
短

い
漢
文

風

の
も

の
に
大
別

で
き

る

と

い
う

こ

と

で
あ

る
。

そ
し

て
後
者

が

ご
く
簡
単

な
記

録

で
あ

る

の
に
対
し

、
前
者

は

講
師

独
特

の
言

い
回

し
や
音

便

の
類

に
至

る
ま

で
口
語

り
的
要

素
を

残

⑧

し

て

い
る

と
指
摘

し

て
お
ら

れ
る
。
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ま

た
、
永
井
義
憲

氏

が
紹

介
さ

れ
た
金

沢

文
庫
蔵

「
餓
鹿

因

縁
』

は
そ

の
本

文
を

三
つ
に
大
別
す

る

こ
と

が

で
き

る
。

第

一
は

「
坐
禅

三

昧
経

』

の

引
用

に
関
連
し

た
具

体
的

描
写

、
第

二
は
第

一
を
受

け

て
特

に
無
常

を

ニ

ハ

⑨

強

調
す
る
話
、
第

三

は

「
合
法

候
様

」

と
説
教

の
本
筋

に
入

っ
て

い
く
。

そ

の
う
ち

の
第

二

は
、
仏
法

を

知
ら
ず

に
衣

食

に
奔
走
す

る
衆

生

を
飢

え

た
鹿

に
た
と
え
た
話

で
あ

る
。

こ
の
表
記
方
法

に

つ
い
て
は
全

体

に
漢
文

と
宣
命
書

の
二

つ
を
合

わ

せ

た

も
の

に
な

っ
て

い
る
が

、
第

二
段

の
み
は
仮

名
書

を
用

い
る

こ
と

が
多

い
。

特

に
、

起
違

セ

ハ
引
居

馬
有

覧
横

切

セ

ハ
脇

立
馬
有

覧
」ヲ

ヒ

ニ
ケ

ン
ト

セ

ハ
弓

手
左

手
ノ
馬
ヤ
有
覧
」ム
ク
リ
往

セ

ハ
指
逃

馬
有
覧

の
よ
う

な
、
俗

語
を
多

く

用

い
た
緊
迫

し

た
表
現

に

お

い
て

そ

の
傾

向

は

著

し

い
。

「
打
聞

集
」
は
説

教

の
聞
き
書

き

で
、

口
語
り

の
話

を
聞

く

に
ま
か

せ

て

筆
録

し

た
も

の
と
さ

れ
て

い
る
。

現
存
本

『打

聞
集

』
は

長
承

三
年

(

一

=
二
四

)
比
叡

山
系

の
栄

源
に
よ

っ
て
書

写

さ
れ

た
書

承
本

で
あ

る

と

い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
憤
志
正
造
氏
は
著
者
自
筆
本
で
は
な
い
か
と

い
う

見
解
を
と

っ
て
お

ら
れ
畷

現
存
本

の
成

立

に

つ

い
て
は
ま

だ
問
題

が

残

る
よ
う

で
あ
る
。

「
餓
鹿

因
縁
」

は
永
井

義
憲

氏

に
よ

る
と
説

教
僧

の
手
控

え

で
あ

ろ
う

と

い
う

こ
と
で
、

鎌
倉

末
期

の
も

の
と

さ
れ

る
。

時

代
的

に
も

『
私
聚

百

因

縁
集

』
に
近

い
と

い
え
よ
う

。

『
私
聚
百
因
縁

集
』

の
蹟
に

は

「
説

人
及
聞

者

四
恩
並

法

界

同

生

ニニ

ニ

セ
ン

ヲ

二

こ
の
書

が
説

教

の
具
と

し

て
用

い

安

楽
個

共

註
沃

菩
奨

」

と
あ

っ
て
、

ら

れ
た

こ
と
が
推

測

さ
れ

る
。

こ

の
書

の
巻

七
、

八

の
二
巻

の
叙

述
方

法

も

以
上

の
よ
う

な

説
教
本

の
類

に
倣

っ
て

い
る
も

の
と
思

わ
れ

る
。

さ
ら

に
、

「
私

聚
百

因
縁
集

」

に
は
経

文
類

か
ら

の
引

用

が
多

い
。

例

え
ば
、

巻

七
ノ

三

「
行

基
菩
薩

事
」

に
見

ら

れ
る

「
心
地

観
経

云
」

「
宝

積

経

云
」
以

下

の
引
用

文

に
よ
る
書

出
し

は
先

に
あ

げ
た

「
餓
鹿

因

縁
』

の
引

用
経
文

と
関

連
説

話

と

の
関
係

を
思

い
出

さ

せ
る

が
、

こ

の
よ
う

な

書

出
し

は

『
私

聚
百
因

縁
集

』

に
し
ば
し

ば
見

ら

れ
る
も

の
で
あ

る
。

引

用
文

が

ご
く
短

か

い
と

い
う

の
も
説

教

の
具

と
し

て

の

『
私
聚

百
因

縁
集

』
を
特

色

づ
け

る
も

の
と

い
う

こ
と
が

で
き
よ
う

。

た
だ
し

、

こ

こ
に
取

り
あ

げ
た

二
巻

の
叙
述

方
法

は

『
私
聚

百
因

縁
集

』

の
う

ち

で
も
特
殊

な
も

の
で
、
他

の
巻

で
は
特

に
先

行
説

話

と

の
同

文
的

伝
承

態
度

が
指

摘
さ

れ

て

い
る
。

そ

れ
ら
は
真

喜
志

富
治

氏

が
指
摘

さ

れ

た
よ
う

な

構
造

論

と
合

わ

せ

て
、

全
体

と
し

て
考
察

し

て

い
く

べ
き

も

の

で
あ

ろ
う
。

次

に
巻

九

の
叙
述

方
法

に

つ

い
て
簡

単

に
言
及

し
よ
う

。

巻

七

、
八

の
二
巻

が
高

僧
伝
的

性
格

を
持

っ
て

い
る

の

に
対

し

て
、
巻

九

は
主

と
し

て
在
俗

者
や

下
級
僧

の
念

仏
往

生
諌

を
集

め
た

も

の
で
あ
る
。

従
来

の
出

典

研
究

で
第

一
、

四
、
二

十
五
条

の
三
条

を

除

い
た
す

べ
て
の

出

典

が
明
ら

か

に
な

っ
て

い
る
が
、

そ
れ
ら

は
本

文
上

の
細

か

い
点

に
ま

で
影
響

を
与

え

て

い
る
。

出
典

別

に
見

て

い
く
な

ら
ば

、

『
発
心
集

』

を

出

典

と
す

る
も

の
が

一
番

多
く

、
合

計
十

四
条

で
あ

る
。

次

に
多

い
の
が

『
日
本

往
生

極
楽

記
」

の
四
条

、

『
三
宝
絵

詞
』

の
三
条

、

『
注
好

選
集

』

の

一
条

の
順

で
あ

る
。

『
日
本
往

生
極

楽
記

』
と

『
注
好

選
集

』
は
漢

文
体

で
あ

る

が
、
そ

れ
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に
よ
る

「
私
聚

百
因

縁
集

』

の
本

文
も

ほ

ぼ
漢
文

体

と

い

っ
て
よ

い
。

そ

れ

以
外

の
部
分

は
漢
字

片
仮

名
混

り
文

が
主

体

に
な

っ
て

い
る
。

こ

の
部

分

に
は
宛
字

が
特

に
多

く

、
宛
字

の
訓

み
誤

り
や

返
読
表

記

の
混
乱

に
よ

っ
て
意
味

が
不

明
瞭

に
な

っ
て

い
る
部

分
も
多

い
。

「
私
聚

百
因
縁
集

」

の
説
話

と

出
典

と
を
比

較
す

る
場
合

、
出

典

と
な

っ
た
伝

本
を
吟
味
す

る

こ
と
が
必
要

で
、
特

に
文
体

の
異

る
三
種

の
伝
本

を

有

す

る

「三
宝
絵

詞

』

に

つ

い
て
は

そ
れ

が
重
要

に
な

っ
て
く

る
。

し

か

し
大

略
を
述

べ
る
な

ら
ば

、
従
来

指
摘

さ

れ
て
き

た
通

り
巻
九

は
出
典

と

ほ
ぼ

同
文

で
、
改

変

が
あ

っ
た

に
し

て
も
そ

れ
ら

は
主

に
表
現

上

の
違

い
に
過

ぎ
ず

、
語
彙

や

文
節

の

ご
く

小
範

囲
に

と
ど
ま

る

と
言
え

よ
う

。

そ

の
中

に
あ

っ
て
特

に
同
文

的
要
素

が
少

な

い
か
、
あ

る

い
は
記

述
を

増

減
し

て
改
変

の
跡

が

明
ら
か

で
あ

る
例

が
第

二
、
五

、
十

三
、

十
四
条

な

ど

で
あ

る
。

こ
れ

ら

は
各

条

の
性
質

や
出
典

と

の
関
係

か

ら
見

て
も
、

⑩

ま

た
巻
九

に
強

い
て
構

成

ら
し

き
も

の
を
見

出
し

て
、

そ

の
全

体

の
構
成

か
ら

見

て
も
、

理
由

を
明

ら
か

に
す

る

こ
と
は

で
き

な

い
。

ま

た
、

文
体

、
叙
述

方
法

な

ど
は
主

に
出
典

に
左

右
さ

れ
、

叙
述
内

容

に
よ

ら
な

い
こ
と
は
先

に
述

べ
た
通

り

で
あ

る
が

、
改
変

さ
れ

た
部

分

で

は
や

は
り
叙

述
内

容

に
よ

る
書

き

分
け

が
行

わ
れ

た
よ
う

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
官

位
昇

進

の
記
事

な
ど

、
記

録
的

な
部
分

は
漢

文
体

、
そ

れ
以
外

の

部
分

は
片
仮
名

混

り

に
な

っ
て

い
る

が
、

こ
れ
は
巻

七
、

八

の
叙

述
方

法

に
通
じ

る
も

の
で
あ

ろ
う

。

以
上
の
よ
う
に
和
朝
之
篇
に
つ
い
て

『私
聚
百
因
縁
集
』
の
叙
述
方
法

を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
叙
述
方
法
と
い
う
言
葉
は
必
ず
し
も
適
当

で
な

い
か
も
し

れ
な

い
。
住

信

の
編
纂

し

た
原
本

を
想
定

し

て

み
て
、

そ

れ

は
現
存
本

よ

り
仮
名
書

、
返
読
表

記

が
少
な

か

っ
た

で
あ

ろ
う

と

い
う

こ
と

は
既

に
述

べ
た
通

り

で
あ

る
。

し

か
し

、
そ

れ
が

ど

の
程
度

の
も

の

で
あ

っ
た

か
全
く

わ

か
ら
な

い
状
態

な

の
で
あ

る
。

そ
れ

に
し

て
も

と

に

か
く
現

存
本

に

つ
い
て
見
る

限
り

、
特

に
巻
七

、
八

に

お

い
て
叙

述
内

容

に
よ

る
文
体

の
差

が
見

ら
れ

る
と

い
う

こ
と

だ
け
は

言
え

る

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、
巻

七
、

八

に
見

ら

れ
る
漢

文
体

と
片
仮

名
混

り
文

に

よ
る

叙
述

内

容

の
差

は

、

『平

家
物

語
』

の
二

種

の
叙

述
様

式

に
も
通

じ

る
も

の
と
思

わ
れ

る
。

『
平
家

物
語

』

は
編
年
体

様
式

と
紀

伝
体

様
式

の
二

つ

⑪

を
持

っ
て

い
る
と

い
わ

れ
る
。

そ
れ

は
史
書

に
な

ら

っ
た
と

い
う

こ
と
で

あ

る
が

、
二

種

の
叙

述
様
式

を
持

つ
と

い
う

こ
と
自
体

、
そ

の
も

と
を

た

ど

っ
て

い
く
な

ら

ば
、
教
導

の
本

筋

と
讐
喩

的
な

も

の
と

の
二
要
素

か

ら

な

っ
て

い
る
説

教

の
様
式

に
関
連

を
持

つ
も

の
で
は
な

か
ろ
う

か
。

そ

れ

に
し

て
も

、

『
平
家

物
語
』

の
方

が
素

材
も

は
る

か

に
大

規
模

に
な

っ
て

お
り

、
文

学
作

品

と
し

て
洗

練
さ

れ

て

い
る

の
は

言
う

ま

で
も

な

い
。

次

に
中

世

に
盛

行

を
見

た
真
名
本

に

つ
い
て
少

し
ば

か
り
触

れ

て
み

た

い
。

こ
の
場

合

の
真
名

本

と
は
、
主

に

『
私
聚

百
因

縁
集

』

に
見
ら

れ

る

よ
う

な
、

い
わ

ゆ
る
漢

字
片

仮
名

混
り

文

の
も

の
を

指
し

て

い
る

の
で
あ

る
が

、
そ

の
成
立

に

は
二
通

り

の
場

合

が
あ

る
。

即

ち
、

そ

の

一
つ
は
漢

文

が
意

識

と
し

て
先

に
存
在
す

る
も

の
、

つ
ま

り
漢

文
か

ら
仮
名

文

へ
と

い
う

文
章

史

の
流

れ

に
沿

っ
た
も

の
で
あ

り
、

も
う

一
つ
は
仮
名

を
真

名

に
改

め
た
も

の
で
、
文
章

史

の
流

れ
に
逆
行

す

る
も

の
で
あ

る
。

も
ち

ろ

ん

両
者

と
も

に
、

そ

の
根

底

に
は
真

名
本

を
権
威

あ

る
も

の
と
す

る
共

通

の
意

識

が
働

い
て

い
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

『
私

聚
百

因
縁
集

」

が
巻

に
よ
り
性

質
を

異

に
す

る
と

い
う

こ
と

は
既
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に
述

べ
た
通
り
で
あ

る

が
、
そ

こ
に
真

名
本

と
し

て

の
二

つ

の
性
質

を
合

わ

せ
持

っ
て
い
る
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

現
存
本

に
即
し

て

い
う

な

ら
ば
、

巻

七
、

八
や
巻
九

の
う

ち
出

典

が
漢
文

体

の
も

の
は
、
漢

文
体

で
記
す

こ

と

が
前

提
と
な

っ
て

い
る
わ

け

で
あ

る

が
、

漢
文
体

で
表

わ
す

に

ふ
さ
わ

し

く
な

い
、
あ
る

い
は
表
わ

し
き

れ
な

い
内
容

を
盛

り

こ
む
場

合

に
は
片

仮

名
混
り

文
に
な

っ
て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

ま
た
、
巻
九

の

「
発
心

集

』

『
三

宝
絵

詞
』

を
出
典

と
す

る
も

の
は
、

直

接

出
典

と
し

て
使

用

さ
れ

た
本

が
ど

の
よ
う

な
も

の
で
あ

っ
た
か
不

明

で
あ

る

と
い
う

点

で
問

題
が
あ

る

の

で
あ

る

が
、
和

文
を
真

名
書

に
す

る

場

合

に
は
、
叙

述
内

容

に
無
関

係

に

で
き

る

だ
け
真
名

と
し

て
の
体
裁

を

整

え
よ

う

と
す

る
意

識

が
働

い
て

い
る
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

そ

の

こ
と
が

一
つ
に

は
宛
字

の
頻

出

に
な

っ
て
現

わ

れ
て
き

て

い
る
と

い
え

よ
う

。

中

世

の
文
献
に
宛
字

が
使

わ
れ

て

い
る

の
は
ご
く
普

通

の

こ
と

で
あ

る

が

、
そ

の
こ
と
を
考
慮

に
入

れ
て
も

、
和

文
を
真

名
書

に
改

め

た
も

の
に

特

に
宛
字

が
多

い
と

い
う

の
が

一
般

的
な

事
実

で
あ

る
。

以

上
を
ま
と
め

る
な
ら

ば
、

『
和

聚
百

因
縁
集

』
巻

七
、

八

は
現
存
本

で
見

る
限
り
、
叙
述
内

容

に
よ

り
漢

文
体

と
片
仮

名
混

り
文

と

い
う

文

体

の
差

が
見
ら
れ
る

が
、

こ

の
よ
う

な

文
体

の
差

は

「
打

聞
集

』
そ

の
他

の

説

教
本

に
よ
く
見
ら

れ
る

も

の
で
あ

る
。

そ

の
う

ち

の
片
仮

名
混

り
文

の

部

分

で
は
、
表
白

の
文
体

と
説
法

の

口
が
た
り

の
文
体

が
渾

然

一
体
を
成

さ

な

い
ま
ま
に
混
合

し

て
お
り

、

こ

の
よ
う

な

も

の
が
次
第

に
洗
練

さ

れ

て

和
漢

混
清
文
を
形
成

す

る

に
至

っ
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

真
名
本

に

つ
い
て
は
、
漢

文

か
ら
仮

名

文

へ
と

い
う

文
章

史

の
流
れ

に

沿

っ
た
も

の
と
逆
行
す

る
も

の
と

の
二
通
り

が
考

え
ら

れ
、
前

者

は
叙

述

内

容

に
よ

る
文

体

の
差

が
見

ら

れ
る

が
、
後
者

は
内

容

に
無
関

係

に
、

で

き
る

だ
け

真
名

と
し

て

の
体

裁
を

整
え

よ
う

と
す

る
意

識
が
働

く
も

の
と

思

わ

れ
る
。

『
私
聚

百
因
縁

集
』
和

朝

之
篇

の
う

ち
、
巻

七
、

八

は
前
者

の
、
巻

九

は
後
者

の
性
格
を

持

つ
も

の
で
あ

る
。

註

本
文
は

「校
注
鴨
長
明
全
集
」
所
収
本
に
よ

っ
た
。

「私
聚
百
因
縁
集
出
典
考
ー
発
心
集
と
関
係
あ
る
説
話
に
つ
い
て
ー
」
箕
瀬

一
雄

「国
語

と
国
文
学
」
昭
16
.10

「私
聚
百
因
縁
集
成
立
考
-
日
本
往
生
極
楽
記
と
の
関
係
を
中
心
に
=
」

安
藤
直
太
郎

「日
本
文
学
研
究
」
昭
25
・12

「注
好
選
集
に
つ
い
て
1
付
私
聚
百
因
縁
集
成
立
考
ー
」

今
野
達

「国
語
」
昭
28

「私
聚
百
因
縁
集
の
研
究
」

真
喜
志
富
治

「立
命
館
文
学
」
昭
30
・9

「三
宝
絵
の
文
章
に
つ
い
て
」

宮
坂
和
江

「国
語
国
文
」
昭
認
・9

貴
重
古
典
籍
叢
刊
妙
本
寺
本

「曽
我
物
語
」
の
補
注
に
あ
げ
て
い
る
の
は
こ
こ
に
あ
げ
た

五
例
の
他
に
は

「観
音
彌
陀
戴
頂
上
即
彌
陀
第

一
弟
子
也
」

(七
ノ
ニ
)
の

一
例
の
み
で

二

一

あ
る
。

「妙
本
寺
本
曽
我
物
語
孜
」

角
川
源
義

貴
重
古
典
籍
叢
刊
妙
本
寺
本

「曽
我
物
語
」

所
収「今
昔
物
語
集
と
古
本
説
話
集
に
つ
い
て
」

川
口
久
雄

「文
学
」.
昭
30

・
4

日
本

文
学
研
究
資
料
叢
書

「今
昔
物
語
集
」
所
収

「
「打
聞
集
」
に
お
け
る
宛
字
の
意
味
-
成
立
論

へ
の
試
み
と
し
て
ー
」

貴
志
正
造
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「打
聞
集
研
究
と
本
文
」
所
収

「金
沢
文
犀
蔵

「餓
鹿
因
緑
」
の
こ
と
ー
説
話
と
仏
教
の
接
点
お
よ
び
戦
記
文
芸
の
文
体

-
」

永
井
義
憲

「大
妻
国
文
」
2
号

巻
九
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
、
強
い
て
そ
の
構
成
ら
し
き
も
の
を
あ
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

第

三
条

「僧
正
増
命
事
」
を
例
外
と
し
て
第

一
条
か
ら
第
九
条
ま
で
が
在
俗
者

の
話
、
第

十
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
が
僧
侶
の
話
、
特
に
そ
の
う
ち
の
第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま

で
が
仏
事
法
会
の
由
来
説
話
に
も
な

っ
て
い
る
。
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
は
第

二

±

二条

「成
通
卿
家
山
王
替
忌
事
」
を
例
外
と
し
て
ご
く
下
級
の
僧
の
話
と
な
っ
て
い

る
。

つ
ま
リ
、
第
十
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
七
条
、
そ
の
中
で
も
法
華
八
講
、
布
薩
、

勧
学
会
の
由
来
を
述
べ
た
第
十
二
条
か
ら
第
十
三
条
を
頂
点
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
「平
家
物
語
」
上
解
説

受
贈
雑
誌

48
年
7
月
～
12
月

①

文
化
と
言
語

(札
幌
大
)
5
巻
1
/
国
文
学
雑
誌

(藤
女
子
大
)
14
/
学

園
論
集

(北
海
学
園
大
)
23
/
文
化

(東
北
大
)
36
巻
4
/
文
芸
研
究

(

東
北
大
)
盟
/
国
語
学
研
究

(東
北
大
)
12
/

一
橋
論
叢
69
巻
6
、
70
巻

1
～
5
/
国
語
と
国
文
学

(東
京
大
)
50
巻
7
-
12
/
近
代
文
学
論

(東

京
教
育
大
)
5
/
国
文

(
お
茶
の
水
大
)
鈴
/
学
芸
国
語
国
文
学

(東
京

学
芸
大
)
8
/
国
文
学
研
究

(早
稲
田
大
)
50
51
/
国
学
院
雑
誌
74
巻
5

～
10
/
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
32
/
文
芸
研
究

(明
治
大
)

26
～
29
/
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
13
/
国
語
国
文
学
会
誌

(学

習
院
大
)
16
/
語
文

(日
本
大
)
認
/
東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
39
/
専

修
国
文

(専
修
大
)
14
/
国
文
学
踏
査

(大
正
大
)
9
/
実
践
国
文
学
4

/
国
文
目
自

(日
本
女
子
大
)
12
/
学
苑

(昭
和
女
子
大
)
娚
～
備
/
成

城
国
文
学
論
集
6
/
人
文
研
究

(神
奈
川
大
)
54
/
人
文
学
研
究
所
報

(

神
奈
川
大
)
7
/
語
文
論
叢

(千
葉
大
)
2
/
人
文
研
究

(千
葉
大
)
2

/
高
崎
経
済
大
学
論
集
16
巻
1
2
/
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
20
/
金
沢

大
学
語
学
文
学
研
究
4
/
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
33
/
名
古
屋
大
学
教

養
部
紀
要
17
/
愛
知
大
学
国
文
学
13
/
可
里
波
禰

(信
州
大
)
9
/
国
文

研
究

(静
岡
女
子
大
)
6
/
皇
学
館
論
叢
6
巻
2
3
/
国
語
国
文

(京
都

大
)
42
巻
6
～
11
/
人
文
学

(同
志
社
大
)
伽
伽
伽
/
外
国
文
学
研
究

(

同
志
社
大
)
6
/
立
命
館
文
学
鵬
～
鋤
/
論
究
日
本
文
学

(立
命
館
大
)

36
/
龍
谷
大
学
論
集
魏
/
女
子
大
国
文

(京
都
女
子
大
)
69
70
/
国
文
学

論
究

(花
園
大
)
1
/
文
芸
論
叢

(大
谷
大
)
1
/
語
文

(大
阪
大
)
31

/
研
究
集
録

(大
阪
大
教
養
)
21
/
人
文
研
究

(大
阪
市
立
大
)
24
巻
7

分
冊
/
文
学
史
研
究

(大
阪
市
立
大
)
14
/
学
大
国
文

(大
阪
教
育
大
)

16
17
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